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─消化器外科の実績は。
清水　私は第二岡本病院から含めると在籍 22 年目に
なります。断らない医療を掲げてきたことが地域の信
頼を得て、当初は年間 100 件ほどだった全身麻酔手術
が目標の 300 件を超え、今では 450 件以上になりまし
た。
─特色は何でしょう。
清水　断らない医療の最後の砦（とりで）になるのが
外科。だから、がんの手術でも自己完結を目指してき
ました。食道がんは低侵襲手術に優れている京都府立
医大病院に委ねるような例外もありますが、いわゆる
標準治療から肝・胆・膵がんのような高度な医療まで
対応できます。
─2019 年４月から新体制になりましたが。
清水　これまでも低侵襲の腹腔鏡下手術に取り組んで
きましたが、そこをより強化するため、腹腔鏡下手術
を得意とされる福田部長ら３人の医師が加わり、総勢
６人の体制になりました。
─福田部長のキャリアは。
福田　専門は胃です。腹腔鏡下手術歴は 10 年を超え

ました。胃がんの手術を年間 40 件ほどしてきて、そ
の半数以上が腹腔鏡下ですから、腹腔鏡下手術は 200
件を超えると思います。
─腹腔鏡下のメリットは。
福田　開腹手術に比べて傷が少なく、痛みも少なく、
回復が早いのが特徴です。入院期間は２～３日短くな
ります。特に体力が低下している高齢者にとっては利
点が大きいです。また、局所を拡大視できるので、出
血を抑えた精密な手術ができます。カメラや器具の進
歩も早く、当初は胆のうだけだったのが、大腸、胃、肝・
胆・膵まで腹腔鏡下で対応できるようになりました。
もちろん画面を見ながらになるので慣れるには訓練が
必要だし、症例によっては開腹手術の方が適している
場合もあります。
─新しい職場での目標は。
福田　腹腔鏡下手術をどんどん推進して、患者さんの
負担が少ない低侵襲の医療を定着させたい。
─主任部長としての抱負は。
清水　頼もしい戦力が加わったので、これまで以上に、
がんの治療に力を注いでいきたい。そのために化学療
法や緩和ケアも含めた総合的な医療を提供します。も
ちろん、地域のかかりつけ医さんとは最後まで連携し、
患者さん第一の医療を目指します。

　腹部に穴をあけて内部を映すカメラ（腹腔鏡）を見なが
ら、筒状の器具（ポート）を通して鉗子（かんし）やメス
を操作して、がんを切除したりする。５～６カ所あける穴
は５ｍｍ～１ｃｍと小さい傷で済み、術後の痛みは少ない。
手術時間は開腹に比べ 1.2 ～ 1.5 倍と長いが、回復期間は
開腹より２～３日早い。カメラの精度が上がるなど技術が
進歩し、大腸、胃だけでなく肝臓や膵臓のがんの手術も行
われている。
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腹腔鏡下手術を駆使して「低侵襲で良質な医
療を提供する」をモットーに消化器外科全般
を診療します。

人と人との関わりを大切にし、地域の皆さま
のニーズに応えていきます。

腹腔鏡手術を頑張ります。胃がん、大腸がん
はもちろんのこと、ヘルニア、虫垂炎、イレ
ウスなども可能な限り腹腔鏡手術で行います。
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〒613-0034 京都府久世郡久御山町佐山西ノ口100番地
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ご紹介患者さまの予約サービスを行っております。紹介患者さまの待ち時間の短縮になります。

また、あらかじめ情報をご提供いただくことで、患者さまのスムーズな受診となります。ぜひご利用ください。
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4 月から 3人の医師が加わりました
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